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１．はじめに

（１）南丹市環境年次報告書作成の目的

本市は、平成２３（２０１１）年５月に環境保全等に関する今後の方向性を定めた

「南丹市環境基本計画」を策定、平成２９（２０１７）年４月には環境保全施策に加

え地球温暖化対策を盛り込んだ「南丹市環境基本計画（地球温暖化対策実行計画（区

域施策編）含む）」へと改定し、１期１０年間の施策に取り組んできました。令和３

（２０２１）年４月には、第１期計画の継承と更なる環境保全及び地球温暖化対策等

を推進することを目指し、「第２次南丹市環境基本計画」（以下、「第２次計画」とい

う。）を策定し、市民・事業者・市の協働のもと、目指す環境像「豊かな自然と人を守

り育むまち 南丹～住み続けたい・住みたいまちづくりを目指して～」の実現を目指

して取組を進めています。

南丹市環境年次報告書（以下、「本報告書」という。）は、この目指すべき環境像の

実現に向けて本市が取り組んでいる各種施策について取り組みの状況を「見える化」

し、計画の推進状況の分析・評価を行います。また、本報告書を公表することで、市

民や事業者の環境意識の向上を図ることを目的とします。

（２）南丹市環境年次報告書の対象

本報告書は、令和４（２０２２）年度の事業・取組を対象とすることを基本としま

すが、一部の数値指標については、把握可能な最新年度を対象として評価を行います。

（３）第２次計画の概要

１）計画の期間

計画期間は令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度の１０年間です。

２）施策の体系

目指すべき環境像と環境像の実現に向けた具体的な方向性は以下のとおりです。
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■施策の体系

【施策の体系等】

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

重点プロジェクト

小中学生や市民と環境について話し合う場とし

て「小中学生 環境・まちづくり会議」や「南丹市

環境パートナーシップ会議」を運営し、協力・連携

体制を強化します。

また、出前講座の開催や様々な媒

体による情報発信を通じて環境保

全に携わる人材の育成や意識の醸

成につなげます。

市の取組例

●「小中学生 環境・まちづくり会議」「南丹市環境

パートナーシップ会議」を運営し、結果を公表、計

画に反映します。

●南丹市環境審議会の委員や環境関連団体を講師

として、環境に関する講演や活動紹介などを行う

環境に関する出前講座を開催します。

●市の公式ＬＩＮＥや防災無線、南丹テレビなど様々

な媒体を通じて環境の情報を発信します。

本計画の上位計画である「第２次南丹市総合

振興計画」に示されている環境との関連性が高

いプロジェクト「まるごと体験交流ツーリズムプ

ロジェクト」、「バイオマスを中心としたグリーン

プロジェクト」の推進に向けて、地域環境資源の

活用やエネルギー資源の地産地消、バイオマス

を活用した交流や環境学習などを進めます。

市の取組例

●京都丹波高原国定公園を始めとする地域環境資源

をつなげた回遊型ツアーや、民宿を活用した田舎暮

らし体験など、中・長期滞在型の観光やツーリズム

の企画・運営支援を進めます。

●家畜排せつ物を活用した堆肥・液肥など、バイオマ

スの利用・普及に向けた啓発を進めます。

●バイオマスを含めた再生可能エネルギーの公共施設

などでの利用を検討します。

●バイオマス事業をテーマとした環境学習や観光振興

など、本市ならではの体験プログラムの企画・運営

支援を進めます。

～なんたん環境の人づくりプロジェクト～ ～まるごと体験・学習ツーリズムプロジェクト～

令和１２（２０３０）年度の本市の温室効果ガス排出量を、

基準年度 平成２５（２０１３）年度比で３３％以上削減することを目指します。
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３）計画の推進

第２次計画の進行管理は、ＰＤＣＡサイクル「計画 ⇒ 実践 ⇒ 点検 ⇒ 見直し」

に沿って行います。

計画に示された数値目標や施策の実施状況、温室効果ガス排出量などを点検・評

価した結果は、年次報告書として取りまとめ、庁内推進会議や南丹市環境審議会に

おいて報告し、意見・提言を受けます。また、市のホームページなどを通じて公表

します。

（４）進捗評価について

第２次計画の進捗評価は、計画に示された施策や数値目標について、各年度の事

業実績に基づき評価します。

なお、本文中の略号は、下表の関係各課（令和４年度組織）を示します。

【関係各課の略号一覧】

略号 略号

（環境） 環境課 （道路） 道路河川課

（地域） 地域振興課 （下水） 下水道課

（保健） 保健医療課 （美山） 美山支所総務課

（農業） 農業推進課 （学校） 学校教育課

（農山） 農山村振興課 （社教） 社会教育課

（観光） 観光交流室 （教総） 教育総務課

（都計） 都市計画課
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２．施策の実施状況

（１）概要

１）施策の実施状況

令和４（２０２２）年度においては、基本方針１１項目すべてで事業を実施してい

ます。基本目標ごとの事業実施数を見ると特に地域環境資源に関する事業が多い結果

となっています。

なお、「事業実施数」について、複数の基本方針に該当する事業は、重複して計上し

ています。

各基本方針の取組状況の詳細は、５ページ以降に示します。

【施策の実施状況】

２）数値目標の達成状況

第２次計画では、計画の進捗状況を把握するため、基本目標ごとに指標を設定して

います。

令和４（２０２２）年度において、中間年に評価を行う指標を除く１０個の指標の

うち、目標を達成したのは４指標となっています。その他の指標については、概ね良

好な数値で推移しています。

基本目標 基本方針 事業実施数

人づくり １ 環境に優しい地域づくり・人づくりの推進
17

２ 環境情報の共有

生活環境 １ 安心安全に暮らせる生活環境の保全

7
２ ごみのポイ捨て・不法投棄のない美しいま

ちづくりの推進

３ 心が安らぐまちなかの緑の保全・創出

地域環境資源 １ 自然環境の保全・活用

27

２ 生物多様性の保全

３ 歴史文化・景観の保全・活用

４ 地域資源を活かしたまちづくりの推進

資源循環 １ ３Ｒの推進 3

地球環境 １ 地球温暖化対策の推進 9
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【数値目標の達成状況】
１．人づくり ：目標未達成

単位
基準値

R1(2019)年度
目標値

R12(2030)年度
実績値

R3(2021)
実績値

R4(2022)

1-① 件 1 11以上 0 2

1-② 回 0 9以上 9 9

1-③ ％ 21.8 80以上
（中間見直し
時に把握）

（中間見直し
時に把握）

２．生活環境

単位
基準値

R1(2019)年度
目標値

R12(2030)年度
実績値

R3(2021)
実績値

R4(2022)

2-① 件 153 76以下 61 51

３．地域環境資源

単位
基準値

R1(2019)年度
目標値

R12(2030)年度
実績値

R3(2021)
実績値

R4(2022)

3-① ha/年
381

（H30[2018]）
600以上

（R6[2024]）
467

(R2[2020])
485

(R3[2021])

3-② 回 3 6以上 7 7

3-③ ％ 13.3 18.0以上
（中間見直し
時に把握）

（中間見直し
時に把握）

４．資源循環

単位
基準値

R1(2019)年度
目標値

R12(2030)年度
実績値

R3(2021)
実績値

R4(2022)

4-① ｔ/年 376 400以上 357 332

4-② 回 0 3以上 3 3

4-③ g/日・人
657

(H30[2018])
600以下 641 662

５．地球環境

単位
基準値

R1(2019)年度
目標値

R12(2030)年度
実績値

R3(2021)
実績値

R4(2022)

①
件

(累計)
91

(H30[2018])
210以上 134 152

環境基本計画 6,284.5以下 6,674 5,888

事務事業編 5,237以下 6,674 5,888

③ ％ 28.1 33.0以上
（中間見直し
時に把握）

（中間見直し
時に把握）

④ ％ 44.0 55.0以上
（中間見直し
時に把握）

（中間見直し
時に把握）

環境に配慮した住宅の導入状況
※アンケート調査より把握

クールビズやウォームビズを推奨している事業
者の割合
※アンケート調査より把握

t-CO2/年
10,474.2

(H25[2013])
②

自然に親しむ機会をできるだけ増やしている
市民の割合
※アンケート調査より把握

数値目標
【指標名】

集団回収事業による資源の収集量

３Rに関する情報の発信回数

１人１日あたりのごみ排出量

数値目標
【指標名】

事務・事業における温室効果ガ
ス排出量

薪ストーブ導入の補助件数（累計）

不法投棄の年間発生件数

数値目標
【指標名】

年間間伐面積

動植物に関するイベントの年間実施回数

数値目標
【指標名】

小中学校を対象とした出前講座の開催回数

ＳＤＧｓに関する発信回数

ＳＤＧｓの認知度
※アンケート調査より把握

数値目標
【指標名】
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（２）各基本目標の取組状況

１）今年度の主な取組概要

２）実施した事業一覧

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

※課順に記載

基本目標１ 人づくり

・人づくりにおいて、新たに南丹市まちづくり活動交付金を活用した防災救急フェ

アを実施・支援しており、環境教育・学習の機会の創出や環境意識の向上につな

がっています。このほか、継続して事業・取組を進めています。

・基本方針１では、学校での環境学習や地域が主体となった環境活動の支援を継続

して行っています。

・基本方針２では、SDGs や調査の結果、啓発につながる情報について、市の HP や

LINE などを通じて継続して発信しています。

課名 事業・取組名 基本方針１ 基本方針２

環境課 ３Ｒに関する意識向上 ●

SDGsに関する情報の発信 ●

河川等水質検査の実施 ●

環境保全対策事業補助 ●

京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会の運

営

●

小中学校を対象とした出前講座 ●

野外焼却の防止 ●

地域振興課 南丹市まちづくり活動交付金

『南丹・瓢箪・無病丹』で、南丹市を活性化する
●

南丹市まちづくり活動交付金 防災救急フェア ◎

保険医療課 南丹市食生活改善推進員育成研修事業 ●

観光交流室 エコツーリズム推進事業 ●

道路河川課 南丹市管理道路・河川等清掃経費補助金 ●

下水道課 水洗化普及促進 ●

美山支所 美山緑の少年団活動 ●

学校教育課 学校での花・野菜植え活動 ●

学校での美化活動 ●

教育総務課 市長と語ろう、私たちのまちづくりの開催 ●
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３）実施した事業の概要と貢献する SDGs のゴール

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

基本方針１ 環境にやさしい地域づくり・人づくりの推進

●３Ｒに関する意識向上（環境）

区や自治会等の地元団体において回収された新聞紙、段ボール、

雑誌、古布について、要綱に基づき報償金を交付しており、地域

が行う環境保全活動の取組支援につながっています。

●環境保全対策事業補助（環境）

南丹市内の各種団体（８３団体）が加盟する南丹市の環境を守

り育てる会について、会が行う環境保全活動の取組支援を行って

います。

また、各区等による美化活動に関する資材の配布等を行うこと

により、地域の取組意欲や意識の向上につながっています。

●小中学校を対象とした出前講座（環境）

小中学校を対象とした出前講座を２回実施しており、環境教育

の機会の創出や将来を担う子ども達の環境意識の向上につながっ

ています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 『南丹・瓢箪・無病丹』

で、南丹市を活性化する

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が行われ

ています。

園部藩主小出家と深い関わりがある豊臣秀吉が馬印に用いた瓢

箪を市のブランド品として確立させるため、学校・高齢者を対象

として瓢箪の栽培及び植付けや収穫、装飾・加工、展示会などを

行っており、環境学習や地域交流の場として活用されています。

●エコツーリズム推進事業（観光）

市内の豊かな自然環境や伝統文化など地域資源を活かしたエコ

ツアーの開発・実践やガイド養成、情報発信などを行っており、

これらを通じて関係者や参加者の環境に関する意識の醸成につな

がっています。また、これらの取組を通じ市の知名度を高めるこ

とで、移住や定住、市の観光・交流人口の増加と観光消費額の拡

大を目指しています。

●南丹市管理道路・河川等清掃経費補助金（道路）

市が管理する道路、河川、公園等において清掃活動を行う場合

にかかる経費について補助金を交付しています。

美化環境意識の高い集落や団体において、公共用地の除草や清

掃活動を行ってもらうことにより、住民意識の向上や街の美化は

もとより、ごみを捨てにくい環境づくりにつながっています。
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●美山緑の少年団活動（美山）

城山登山や芦生山の家宿泊など豊かな自然環境の中での様々な

活動を通じ、自然の大切さを学び、緑を守り育てることで、子ど

もたちの環境意識の向上につながっています。

●学校での花・野菜植え活動（学校）

児童生徒や地域住民等により花や野菜等を植える活動を行って

おり、環境意識の向上につながっています。

●学校での美化活動（学校）

児童生徒が地域の一員として学校周辺の清掃活動等を行ってい

ます。捨てられたごみがどのように環境に影響を及ぼすのか、環

境に対してどのように関わっていくのかなど、環境について話し

合い、環境意識の向上につながっています。

●市長と語ろう、私たちのまちづくりの開催（教総）

小学生は「南丹市の魅力・自慢について」、中学生は「移住した

くなる魅力ある南丹市にするために」をテーマに、市内小中学校

11校の代表が参加し各学校で話し合った内容などを市長に発表す

る「市長と語ろう、私たちのまちづくり」を行っています。市長と

の対話を通じて、地域を愛し、まちづくり意識の向上につながっ

ています。

基本方針２ 環境情報の共有

●ＳＤＧｓに関する情報の発信（環境）

SDGs に関連する環境項目について、公式 LINE や市ホームペー

ジなどを活用して情報を９回発信しており、市民への周知を図っ

ています。

●河川等水質検査の実施（環境）

南丹市全域において、環境基準に基づき、河川に係る水質検査

を実施しています。また、調査結果をホームページに掲載するこ

とにより、市民や事業者の意識向上につながっています。

●京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会の運営（環

境）

国定公園地域の魅力発信や利用促進を図るため、京都丹波高原

国定公園ビジターセンター運営協議会を運営しています。同協議

会で各種イベントや広報活動を実施することで、地域の魅力発信

や利用促進、地域振興につながっています。

●野外焼却の防止（環境）

野焼き等の野外焼却の防止に関する情報をお知らせなんたんや

ホームページにより周知しており、一定の成果を上げています。
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４）数値目標の達成状況

中間年に評価を行う指標を除く２指標のうち、「SDGs に関する発信回数」について

は、出前講座や LINE、チラシ、お知らせ版などで広報活動を行い、目標を達成して

います。

「小中学校を対象とした出前講座の開催回数」については、以下の学校を対象に２

回開催しています。

◎南丹市まちづくり活動交付金（地域） 防災救急フェア

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が行われ

ています。

京都南丹 Yagi-JAM 野外ライブや殿田小学校防災イベント、森

の学び舎五ヶ荘での救急防災フェアなど市内のイベントにおい

て、防災や応急処置に関する展示や情報発信、体験を行っており、

防災に関する意識向上につながっています。

●南丹市食生活改善推進員育成研修事業（保健）

南丹市食生活改善推進員に対し、地域活動に必要な食育情報や

栄養の基礎知識を学ぶ機会として研修会を開催しています。食材

を廃棄しない調理法や、大量の野菜を無駄にせず長期保存できる

乾燥野菜などについて学ぶことで、食品ロス削減に関する意識向

上につながっています。

●水洗化普及促進（下水）

市のホームページなど広報媒体を活用し、水洗化のメリットや

合併浄化槽の設置について啓発することにより、水洗化の普及（水

洗化率９０．８９％、昨年度より０．１８％向上）につながってい

ます。

数値指標名 単位
目標年度 基準年度 実績年度

達成

状況R12(2030) R1(2019) R3(2021) R4(2022)

小中学校を対象とした

出前講座の開催回数
件 11 以上 1 0

2

未達成講座（意見交換）：

１回

不法投棄回収（ご

み拾い）：１回

SDGs に関する発信回数 回 9以上 0 9

9

達成
出前講座：2回

LINE：1 回

市 HP：2回

チラシ：3回

お知らせ版：1回

SDGs の認知度

※中間年に評価
％ 80 以上 21.8 ‐ ‐ ‐
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●小中学校を対象とした出前講座の内容詳細

新たな取組として小中学校を対象とした出前講座を開催しています。今後は目標

達成に向け、市内の小中学校（１１校）で各１回以上開催できるよう努めます。

●SDGs に関する発信回数

LINE やチラシなど多様な媒体を用いて積極的に環境に関する情報を発信しており、

目標（９回以上）を達成しています。SDGs に関する情報として、LINE やチラシで不

法投棄や再エネの導入に関する情報を発信していきます。

出前講座名 実施時期 参加者 実施内容

１回目 不法投棄に関する意見

交換会

２月１０日 殿田小学校 ６年生 ディスカッション

２回目 不法投棄回収（ごみ拾

い）について

３月１４日 殿田小学校 ６年生 河川のごみ拾い

出前講座 ・不法投棄に関する意見交換会

・不法投棄回収（ごみ拾い）について

市公式 LINE ・「災害への備え」について（地球温暖化対策適応等）

市 HP ・京都０円ソーラー（京都府連携）

・再生可能エネルギー普及促進事業（京都府連携）

チラシ ・京都０円ソーラー（京都府連携）

・みんなのおうちに太陽光（京都府連携）

・パソコンの無料回収

お知らせ

「なんたん」

・集団回収の実施案内
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１）今年度の主な取組概要

２）実施した事業一覧

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

※課順に記載

３）実施した事業の概要と貢献する SDGs のゴール

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

基本目標２ 生活環境

・生活環境において、新規事業はありませんでしたが、継続して事業・取組を進め

ています。

・基本方針１では、河川等水質の調査や野外焼却の防止など生活環境を守るための

取組を継続して行っています。

・基本方針２では、不法投棄防止に向けたパトロールや監視、地域や学校が主体と

なった美化活動の支援を継続して行っています。

・基本方針３では、まちなかの緑を守るため都市公園の維持管理を継続して行って

います。

課名 事業・取組名 基本方針１ 基本方針２ 基本方針３

環境課 河川等水質検査の実施 ●

不法投棄の監視・定期的な見回り

不法投棄の防止に向けた意識向上

●

野外焼却の防止 ●

都市計画課 都市公園年間維持管理業務 ●

道路河川課 南丹市管理道路・河川等清掃経費補助金 ●

下水道課 水洗化普及促進 ●

学校教育課 学校での美化活動 ●

基本方針１ 安心安全に暮らせる生活環境の保全

●河川等水質検査の実施（環境）（再掲）

南丹市全域において、環境基準に基づき、河川に係る水質検査

を実施しており、市内の水質の保全・維持につながっています。

また、調査結果をホームページに掲載することにより、市民や事

業者の意識向上にもつながっています。

●野外焼却の防止（環境）（再掲）

野焼き等の野外焼却の防止に関する情報をお知らせなんたんや

ホームページにより周知しており、野外焼却の抑制及び大気汚染

防止につながっています。

●水洗化普及促進（下水）（再掲）

市のホームページなど広報媒体を活用し、水洗化のメリットや

合併浄化槽の設置について啓発することにより、水洗化の普及及

び水質の汚染防止につながっています。
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基本方針２ ごみのポイ捨て・不法投棄のない美しいまちづくりの推進

●不法投棄の監視・定期的な見回り、不法投棄の防止に向けた意

識向上（環境）

会計年度任用職員を２名雇用し、週４日のパトロールを行うと

ともに、不法投棄物の回収や防止看板の設置を行っており、住民

や来訪者の意識向上により不法投棄しにくいまちづくりにつなが

っています。

●南丹市管理道路・河川等清掃経費補助金（道路）（再掲）

市が管理する道路、河川、公園等において清掃活動を行う場合

にかかる経費について補助金を交付しており、道路や河川にごみ

のポイ捨ての少ない美しいまちづくりにつながっています。

●学校での美化活動（学校）（再掲）

児童生徒が地域の一員として学校周辺の清掃活動等を行ってお

り、将来を担う子どもたちの意識啓発や美しいまちづくりにつな

がっています。

基本方針３ 心が安らぐまちなかの緑の保全・創出

●都市公園年間維持管理業務（都計）

都市公園の施設管理や樹木管理、雑木草等の維持管理を行って

おり、まちなかの緑の保全につながっています。
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４）数値目標の達成状況

「不法投棄の年間発生件数」については、目標（７６件以下）を達成していま

す。

●不法投棄の年間発生件数

不法投棄の年間発生件数は、地域や市民からの不法投棄に関する情報提供の件数

としており、令和４（２０２２）年度も昨年度と同様に新型コロナウイルス感染症

による活動の自粛が続いたことから地域や市民の情報提供の機会が減り、目標値を

達成したものと考えられます。

令和３（２０２１）年度からも発生件数及び不法投棄物の回収量が減少している

ことから、継続して不法投棄対策を進めていきます。

≪参考 不法投棄物の量≫

令和元（２０１９）年度：約８．２ｔ

令和２（２０２０）年度：約１２．５ｔ

令和３（２０２１）年度：約８．６ｔ

令和４（２０２２）年度：約６．１ｔ

数値指標名 単位
目標年度 基準年度 実績年度

達成

状況R12(2030) R1(2019) R3(2021) R4(2022)

不法投棄の年間発生

件数
件 76 以下 153 61 51 達成
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１）今年度の主な取組概要

２）実施した事業一覧

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

基本目標３ 地域環境資源

・地域環境資源において、新規事業はありませんでしたが、継続して事業・取組を

進めています。

・基本方針１では、農地の保全につながる取組や里山の再生、間伐材の利活用につ

ながる取組の支援を継続して行っています。

・基本方針２では、京都丹波高原国定公園ビジターセンターが実施するイベントや

活動により生物多様性に関する意識啓発を継続して行っています。

・基本方針３では、里山の整備やかやぶき屋根の保存など、自然景観や歴史文化の

保全を継続して行っています。

・基本方針４では、京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会の運営や南

丹市まちづくり活動交付金による地域活動の支援を通じて、地域資源を活用した

まちづくりを継続して行っています。

課名 事業・取組名
基本方針

１

基本方針

２

基本方針

３

基本方針

４

環境課 京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営

協議会の運営
● ●

地域振興課 南丹市まちづくり活動交付金

「ふるさと殿田 地域の自信と防災意識を育

む」プロジェクト

●

南丹市まちづくり活動交付金

胡麻まちづくり元気活動
●

南丹市まちづくり活動交付金

山から人の流れを生み出すプロジェクト
●

南丹市まちづくり活動交付金

市民の学びと交流によるまちづくり
● ●

南丹市まちづくり活動交付金

埴生のシンボル復活プロジェクト事業
●

南丹市まちづくり活動交付金
調味料の地産地消をめざした醤油づくりプロジェ

クト

●

南丹市まちづくり活動交付金

農×移住フィールド連続講座
●

農業推進課 園部農業関連施設管理費 ●

環境保全型農業直接支払交付金事業 ●

多面的機能支払事業 ●

土づくり事業 ●

八木農業関連施設管理費 ●

農山村振興課 間伐材出材奨励事業 ●

木質バイオマス燃料利用促進奨励事業 ●

里山再生整備事業 ● ●

里山利用事業 ●

観光交流室 エコツーリズム推進事業 ●
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※課順に記載

３）実施した事業の概要と貢献する SDGs のゴール

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

るり渓自然歩道整備事業 ● ●

道路河川課 南丹市管理道路・河川等清掃経費補助金 ●

美山支所 美山緑の少年団活動 ●

社会教育課 南丹市かやぶき屋根保存事業補助金 ●

歴史文化財、文化遺産の保護、活用 ●

基本方針１ 自然環境の保全・活用

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 農×移住フィールド連

続講座

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が行われ

ています。

里山環境維持の担い手となる農業者を増やすため、園部や美山

地域を対象として農地訪問や体験、また移住サポートの紹介など

を行っており、農地の維持・保全につながっています。

●環境保全型農業直接支払交付金事業（農業）

環境保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者に対し交付金

を交付しており、安心・安全な農産物の生産や環境に配慮した農

業活動の推進、環境に優しい農業生産活動に取り組む団体の拡大

につながっています。

●多面的機能支払事業（農業）

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、地域

の共同活動を支援しており、地域資源の適切な保全管理を推進し、

農村・農業の多面的機能の保全と地域振興につながっています。

●土づくり事業（農業）

市内で生産された堆肥等を有効に活用した農産物の生産に対し

て、JA を通じて補助金を交付しており、安心・安全の農作物生産

や循環型農業の推進につながっています。

●間伐材出材奨励事業（農山）

間伐材を出材する所有者の負担軽減を目指して、補助金を交付

しており、間伐意欲の促進や森林の公益的機能の発揮につながっ

ています。

●木質バイオマス燃料利用促進奨励事業（農山）

森林整備・搬出間伐を進めるため、山土場等から木質バイオマ

ス施設への搬出材の運搬に対する支援を行っており、地域の森林

の間伐及び木材自給率の促進につながっています。
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●里山再生整備事業（農山）

集落に隣接する放置された里山の不要木（広葉樹・針葉樹・竹

林）の整備や人家裏等の危険木等の除去を行っており、里山の景

観維持や保全につながっています。

●里山利用事業（農山）

丹波栗の生産振興に寄与するため、苗木購入経費の一部を補助

しており、市内の里山の活用や生産振興につながっています。

●南丹市管理道路・河川等清掃経費補助金（道路）（再掲）

市が管理する道路、河川、公園等において清掃活動を行う場合

にかかる経費について補助金を交付しており、河川や公園内の自

然環境の保全につながっています。

●美山緑の少年団活動（美山）（再掲）

城山登山や芦生山の家宿泊など豊かな自然環境の中での様々な

活動を通じ、将来を担う子ども達の育成や環境意識の向上につな

がっています。

基本方針２ 生物多様性の保全

●京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会の運営（環

境）（再掲）

本市が構成員となっている京都丹波高原国定公園ビジターセン

ター運営協議会において動植物に関するイベントを実施してお

り、これらの取組みを通じて市内の生物多様性の啓発や保全につ

ながっています。

基本方針３ 歴史文化・景観の保全・活用

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） ふるさと殿田 地域の自

信と防災意識を育むプロジェクト

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が行われ

ています。

「殿田の歴史語りべ人形」の作成と完成した語り部人形を活用

したお話しの会の開催、地域の史蹟を訪ねる催しと歴史（殿田の

昔ばなし）を主題としたお話と芸能体験を行っており、殿田の歴

史の保全や、住民の防災意識の向上、また地域への愛着の向上に

つながっています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 市民の学びと交流によ

るまちづくり

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が行われ

ています。

八木町民に対して町の魅力の再認識・評価を進めるため、絵地

図とガイドガイドブックにもとづく地域めぐりツアーや小学校の



17

地域授業の支援、SDGｓなどをテーマとした勉強会、「学芸員から

みた八木というまち」をテーマとした講演などを行っており、八

木の歴史や伝統・文化の保全につながっています。

●里山再生整備事業（農山）（再掲）

集落に隣接する放置された里山の不要木（広葉樹・針葉樹・竹

林）の整備や人家裏等の危険木等の除去を行っており、里山の景

観維持や保全につながっています。

●るり渓自然歩道整備事業（観光）

るり渓の深山ハイキングコースにおいて、草刈やコースの安全

確認、必要に応じて修繕を行っており、自然や美しい景観の保全

や観光客への集客につながっています。

●南丹市かやぶき屋根保存事業補助金（社教）

南丹市に現存するかやぶき屋根の全部又は一部葺き替えに際し

補助金の交付を行っており、美しい町並みと集落景観の保全につ

ながっています。

●歴史文化財、文化遺産の保護、活用（社教）

国や府の補助金と併せて、市内に所存する文化財の修理等に対

して補助金を交付しています。

また、文化財関連講座等を実施することで、市民の文化財保護

に関する意識向上につながっています。

基本方針４ 地域資源を活用したまちづくりの推進

●京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会の

運営（環境）（再掲）

京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会の

運営を通じて、地域の貴重な自然や動植物の保全、また環

境教育・学習の機会の創出につながっています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 胡麻まちづくり

元気活動

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が

行われています。

東胡麻住民に対して地域の魅力を再発見してもらうた

め、名峰「島ヶ岳」のハイキングや東胡麻城～大戸城の歴

史ハイキング、樹木名探索、胡麻川の山野草の探索などを

行っており、東胡麻の地域資源を活用したまちづくりにつ

ながっています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 山から人の流れ

を生み出すプロジェクト

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が
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行われています。

地域の活性化、農村・都市交流や観光客の誘致を進める

ため、観光財産音谷の滝周辺遊歩道の整備や美山 DMO、観

光事業者と連携したツアーの商品化と PR、トレッキング

ツアー認定ガイドのよるツアーなどを行っており、地域の

魅力の再認識や地域資源を活用したまちづくりにつなが

っています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 市民の学びと交

流によるまちづくり（再掲）

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が

行われています。

八木町の魅力を発信する地域めぐりツアーや小学校の

地域授業の支援などを行っており、八木の地域資源を活用

したまちづくりにつながっています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 埴生のシンボル

復活プロジェクト事業

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が

行われています。

埴生地区のシンボルだった里山（城山）の復活・活用に

向けて、山の整備や登山ツアーを行っており、埴生地区の

地域資源を活用したまちづくりにつながっています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） 調味料の地産地

消をめざした醤油づくりプロジェクト

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が

行われています。

地域内での調味料の地産地消を促進するため、冊子作成

や塩づくり体験、醤油搾りの視察・体験などを行っており、

地域資源の活用につながっています。

●園部農業関連施設管理費（農業）

道の駅「京都新光悦村」では、市の玄関口として、地元

農業者と連携して「安全・安心の食の産地」の啓発・宣伝

活動を行っており、地域農林産物・加工品・特産品等の消

費・普及拡大につながっています。

●八木農業関連施設管理費（農業）

指定管理契約により八木農村環境公園を活用した都市

農村交流を進めるとともに、八木バイオエコロジーセンタ

ーにおいては家畜糞尿の受け入れ処理からの発電、堆肥・

液肥の製造を行っており、地域のバイオマスの利活用や脱
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４）数値目標の達成状況

中間年に評価を行う指標を除く２指標のうち、「動植物に関するイベントの年間実

施回数」については、本市が構成員となっている京都丹波高原国定公園ビジターセン

ター運営協議会においてイベントを７回実施しており、目標を達成しています。

「年間間伐面積」については、未達成となっていますが基準年度より良好な数値で推

移しています。

炭素社会の実現につながっています。

●エコツーリズム推進事業（観光）（再掲）

市内の豊かな自然環境や伝統文化など地域資源を活か

したエコツアーの開発・実践やガイド養成、情報発信など

を行っており、地域資源を活用したまちづくりにつながっ

ています。

●るり渓自然歩道整備事業（観光）（再掲）

るり渓の深山ハイキングコースにおいて、草刈やコース

の安全確認、必要に応じて修繕を行っており、自然や美し

い景観の保全や観光客への集客につながっています。

数値指標名 単位
目標年度 基準年度 実績年度

達成

状況R12(2030) R1(2019) R3(2021) R4(2022)

年間間伐面積 ha/年
600 以上

(R6[2024])

381

(H30[2018])

467

(R2[2020])

485

(R3[2021])
未達成

動植物に関するイベン

トの年間実施回数
回 6以上 3

7 7

達成
京都丹波高原国

定公園ビジター

センター運営協

議会のイベント

7回

京都丹波高原国

定公園ビジター

センター運営協

議会のイベント

7回

歴史文化財、文化遺産の保護、活用では、「地域の伝統行事

等のための伝承事業」（文化庁補助金）を活用して市内約４

ヵ所で保護・活用を展開しています。

南丹市かやぶき屋根保存事業補助金では、これまで対象が美

山地区に限定されていましたが、令和４（2022）年度から

南丹市全域に広げて事業を展開しています。

TOPIC 南丹市かやぶき屋根保存事業補助金
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●年間間伐面積

京都府の取りまとめが未済であることから令和３（２０２１）年度実績となってい

ます。年間の事業計画や補助事業との関連もあり未達成となっていますが、基準年度

よりも良好な数値で推移しており、今後も森林の保全・活用に努めます。

●動植物に関するイベントの年間実施回数

本市が構成員となっている京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会に

おいて動植物に関する様々なイベントを実施しており、目標（６回以上）を達成して

います。様々な体験を通して、参加者の自然環境に関する意識の向上につながってお

り、今後も自然環境の素晴らしさや尊さを感じていただくため、自然にふれ合う機会

を提供していきます。

自然に親しむ機会をで

きるだけ増やしている

市民の割合

※中間年に評価

％ 18.0 以上 13.3 ‐ ‐ ‐

芦生 VR 展示 ・京都大学芦生研究林と KDDI 株式会社による VR 展示を実施。

開催期間 ８月２７日

鑑賞者数 延べ８２人

旬感野道かん

さつ塾

・同一地域で植物や昆虫、冬には雪の結晶を観察し、自然にふれ

あうことや四季の移り変わりを感じていただける取組を実施。

開催日 ５月～１２月の月１回（８回）

参加人数 延べ１１１人

公園ゼミ ・国定公園内の自然環境や歴史文化に関する講座を実施。

開催日 ８月２７日、１０月２９日、１１月５日

参加人数 延べ２８人

旬感掲示板 ・毎月南丹市美山町と京都市各１５ヶ所の定点撮影を実施し常時

写真を展示。

季節展示 ・季節ごとの展示

４～５月「かやぶき建築展）

６～７月「あゆ展）

８～９月「中世城館展）

１０～１２月「鹿展）

１～３月「いろり展）

つながる集会 ・美山を研究フィールドとする研究者と地域住民との研究成果を

通じた交流会を実施。

開催日 ２月２８日
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参加人数 延べ３８人

体験ワゴン ・外部講師を招き、国定公園内の資材を活用した苔だまづくりや

生態系モビールづくりを実施。

開催日 ７～９月不定期

参加人数 ５人
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１）今年度の主な取組概要

２）実施した事業一覧

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

※課順に記載

３）実施した事業の概要と貢献する SDGs のゴール

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

基本目標４ 資源循環

・資源循環において、新規事業はありませんでしたが、継続して事業・取組を進め

ています。

・基本方針１では、３Ｒに関する情報発信や食育に関する取組を継続して行ってい

ます。

課名 事業・取組名 基本方針1

環境課 ３Ｒに関する意識向上 ●

保健医療課 第2次南丹市健康増進・食育推進計画進捗管理 ●

南丹市食生活改善推進員育成研修事業 ●

基本方針 1 ３Ｒの推進

●３Ｒに関する意識向上（環境）（再掲）

区や自治会等の地元団体において回収された新聞紙、段ボール、

雑誌、古布について、要綱に基づき報償金を交付しており、３Ｒ

の普及・促進につながっています。

●第２次南丹市健康増進・食育推進計画進捗管理（保健）

第２次南丹市健康増進・食育推進計画の推進及び進捗管理を行

っており、年に１回把握する評価指標項目「学校給食１食あたり

１人平均残菜量」では、小中学校で給食の残菜減少の取組みが進

み、現在まで目標値（目標値：１人１．５ｇ以下）を達成していま

す。

●南丹市食生活改善推進員育成研修事業（保健）（再掲）

南丹市食生活改善推進員に対し、地域活動に必要な食育情報や

栄養の基礎知識を学ぶ機会として研修会を開催しています。食材

を廃棄しない調理法や、大量の野菜を無駄にせず長期保存できる

乾燥野菜などについて学ぶことで、食品ロス削減に関する意識向

上につながっています。
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４）数値目標の達成状況

３つの指標のうち、「３Ｒに関する情報の発信回数」については、集団回収や小型

家電リサイクルに関する啓発を３回実施しており、目標を達成しています。

「集団回収事業による資源の収集量」については、新型コロナウイルス感染拡大

の影響を受け、基準年度より少ない状況となっています。

「１人１日あたりのごみ排出量」については、令和３（２０２１）年度まで順調

に減少していましたが、令和４（２０２２）年度においては基準年度より増加して

います。

●集団回収事業による資源の収集量

集団回収事業による資源の収集量については、区や自治会など地元団体が回収した

新聞紙や段ボール、雑誌などについて、要綱に基づき報償金を交付する「集団回収事

業」による収集量を対象としています。

集団回収事業による資源の収集量は、民間事業者における回収や回収ボックスの増

加によるものが影響していると考えられ、未達成となっています。しかし集団回数を

行う団体数に大きな変動はなく維持できているため、引き続き取組を支援していきま

す。

≪参考 集団回収を行う団体数≫

令和２（２０２０）年度：４６団体

令和３（２０２１）年度：４９団体

令和４（２０２２）年度：５０団体

数値指標名 単位
目標年度 基準年度 実績年度

達成

状況R12(2030) R1(2019) R3(2021) R4(2022)

集団回収事業による

資源の収集量
ｔ/年 400 以上 376 357 332 未達成

３Ｒに関する情報の

発信回数
回 3以上 0

3 3

達成

集団回収に関す

ること1回、小型

家電リサイクル

法の認定事業者

（リネット）に

関すること 2回

集団回収に関す

ること1回、HPで

小型家電のリサ

イクルに関する

啓発 1回、出前講

座で不法投棄（ポ

イ捨てごみ）に関

する啓発 1回

１人１日あたりのご

み排出量
g/日・人 600 以下

657

(H30[2018])
641 662 未達成
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●３Ｒに関する情報の発信回数

積極的に３Ｒに関する情報を発信しており、目標（３回以上）を達成しています。

積極的に情報を発信することで、市民の目にふれる機会が増え、意識の向上につなが

っているため、今後も３Ｒの普及に向けて各種媒体により情報を発信していきます。

●１人１日あたりのごみ排出量

１人１日あたりのごみの排出量については、リサイクルごみ回収量を除く市民生活

から排出されるごみと事業所から排出されるごみを含んだ数値となります。

１人１日あたりのごみの排出量は未達成となっており、さらにごみの排出量削減に

向けて、リサイクル意識の向上や食品ロス削減、生ごみの堆肥化施策の推進について、

情報発信などの対策を進めていきます。

お知らせ「なんたん」 ・集団回収の実施案内について

市 HP ・小型家電リサイクルについて

出前講座 ・不法投棄（ポイ捨てごみ）について
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１）今年度の主な取組概要

２）実施した事業一覧

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

※課順に記載

３）実施した事業の概要と貢献する SDGs のゴール

●：継続事業・取組、◎新規事業・取組

基本目標５ 地球環境

・地球環境において、新規事業はありませんでしたが、継続して事業・取組を進め

ています。

・基本方針１では、太陽光発電やバイオマスなど再エネの利活用に向けた支援や庁

内での省エネ対策などを継続して行っています。

課名 事業・取組名 基本方針1

環境課 薪・ペレットストーブの導入推進 ●

太陽光発電システムの導入推進 ●

地球温暖化対策実行計画（事務・事業編）の施行 ●

地域振興課 南丹市まちづくり活動交付金

「ふるさと殿田 地域の自信と防災意識を育む」プロジェクト

●

南丹市まちづくり活動交付金 防災救急フェア ◎

農業推進課 土づくり事業 ●

八木農業関連施設管理費 ●

農山村振興課 間伐材出材奨励事業 ●

木質バイオマス燃料利用促進奨励事業 ●

基本方針 1 地球温暖化対策の推進

●薪・ペレットストーブの導入推進（環境）

薪・ペレットストーブ設置者に対し、要綱に基づき補助金

を交付しており、バイオマスの利活用や脱炭素社会の実現に

つながっています。

●太陽光発電システムの導入推進（環境）

太陽光及び蓄電池設置者に対し、要綱に基づき補助金を交

付しており、再生可能エネルギーの普及や脱炭素社会の実現

につながっています。

●地球温暖化対策実行計画（事務・事業編）の施行（環境）

地球温暖化対策実行計画（事務・事業編）に基づき、市の

事務・事業から排出される温室効果ガスの削減に努めていま

す。

◎南丹市まちづくり活動交付金（地域） 防災救急フェア（再

掲）

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が
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行われています。

市内のイベントにおいて、防災や応急処置に関する展示や

情報発信、体験を行っており、気候変動適応策（防災対策）

の普及につながっています。

●南丹市まちづくり活動交付金（地域） ふるさと殿田 地

域の自信と防災意識を育むプロジェクト（再掲）

南丹市まちづくり活動交付金を活用して、以下の取組が行わ

れています。

殿田区民の歴史の保全や防災意識向上に向けた活動が行

われており、気候変動適応策（防災対策）の普及につながっ

ています。

●土づくり事業（農業）（再掲）

市内で生産された堆肥等を有効に活用した農産物の生産

に対して、ＪＡを通じて補助金を交付しており、地域のバイ

オマスの利活用につながっています。

●八木農業関連施設管理費（農業）（再掲）

八木バイオエコロジーセンターにおいて家畜糞尿の受け

入れ処理から発電、堆肥・液肥の製造を行っており、地域の

バイオマス利活用や脱炭素社会の実現につながっています。

●間伐材出材奨励事業（山村）（再掲）

間伐材を出材する所有者の負担軽減を目指して、補助金を

交付しており、地域のバイオマスの利活用につながっていま

す。

●木質バイオマス燃料利用促進奨励事業（農山）（再掲）

森林整備・搬出間伐を進めるため、新たに山土場等から木

質バイオマス施設への搬出材の運搬に対する支援を行って

おり、地域のバイオマスの利活用につながっています。

「（仮称）美山ふれあい広場駐車場新技術舗装（ゼロセメン

ト）工事事業」として、美山お祭り広場の敷地を駐車場とし

て整備する際、セメントを使用しないコンクリート（「ゼロ

セメント・コンクリート※」技術（CO2ゼロコンクリート））

を使用した舗装工事をすることにより、カーボンニュートラ

ルの実現に貢献する予定です。

※ゼロセメント・コンクリートは、一般のコンクリートと比較して生成過程におけるCO2排出量

を90％以上削減することができるコンクリートの事です。

TOPIC 今後の事業・取組予定
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２）数値目標の達成状況

中間年に評価を行う指標を除く２指標について、いずれも未達成となっています

が基準年度より良好な数値で推移しています。

●薪ストーブ導入の補助件数（累計）

薪ストーブ導入の補助件数については、薪・ペレットストーブ設置者に対し、要綱

に基づき補助金を交付する「薪ストーブ及び木質ペレットストーブ購入助成事業」に

よる導入件数を対象としており、目標年度の達成に向けて順調に増加しています。令

和４（２０２２）年度の補助件数は１８件と多くなっており、脱炭素社会の実現に向

けて引き続き導入を支援していきます。

≪参考 薪ストーブ導入の補助件数（年間）≫

令和２（２０２０）年度：１０件 令和３（２０２１）年度：１９件

令和４（２０２２）年度：１８件

●事務・事業における温室効果ガス排出量

市の事務・事業における温室効果ガス排出量は、環境基本計画(旧事務・事業編の目

標値を記載)の目標値は達成しているものの、新たな事務・事業編の目標値には到達

しておらず、未達成となっています。今後も目標達成に向けて徹底した省エネ対策や

再エネの導入などの対策を進めていきます。

数値指標名 単位
目標年度 基準年度 実績年度

達成

状況R12(2030) R1(2019) R3(2021) R4(2022)

薪ストーブ導入の補助

件数（累計）

件

(累計)
210 以上

91

(H30[2018])
134 152

未達成

(順調に

増加)

事務・事

業におけ

る温室効

果ガス排

出量

環境基本計画 t-CO2/年
6,284.5

以下

10,474.2

(H25[2013])
6,673.8 5,888.2 達成

事務・事業編

（改定後）
t-CO2/年

5,237.0

以下

10,474.2

(H25[2013])
6,673.8 5,888.2 未達成

環境に配慮した住宅の

導入状況

※中間年に評価

％ 33.0 以上 28.1 ‐ ‐ ‐

クールビズやウォーム

ビズを推奨している事

業者の割合

※中間年に評価

％ 55.0 以上 44.0 ‐ ‐ ‐
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３．重点プロジェクト

（１）重点プロジェクトの概要

目指す環境像を実現するため、５つの基本目標に基づいた施策を進めますが、この

中で短期的・集中的に進める取組を重点プロジェクトとして位置づけています。

重点プロジェクトでは、これまで進めてきた環境関連の各種取組や地域環境資源、

人材などをベースに、取組のさらなる拡大・充実を目指します。

なお、重点プロジェクトは以下の視点に注目し、第２次計画の中間見直しである概

ね５年以内を目安に、一定の成果をあげることを目指します。
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（２）なんたん環境の人づくりプロジェクト

１）プロジェクトの実施状況

●南丹市環境パートナーシップ会議の詳細

取り組む項目 推進状況

「小中学生 環境・まち

づくり会議」「南丹市環

境パートナーシップ会

議」の運営・結果の反映

・毎年市内小中学生と市長や議長が環境やまちづくりに

ついて語り合う会議を設けており、今年度は、令和４

（２０２２）年１２月２３日に市内の小中学生 11 名と

市長・議長が小学生は「南丹市の魅力・自慢について」、

中学生は「移住したくなる魅力ある南丹市にするため

に」をテーマに意見交換を行いました。

・南丹市環境パートナーシップ会議を設立

し、６回※の会議を開催しています。会議

では、今後に向けた取り組みについて活発

な議論が進められています。

南丹市環境審議会の委

員や環境関連団体を講

師とした環境に関する

出前講座の開催

・市職員を講師とした環境に関する出前講

座を２回開催しており、地域の人材を活

かした人づくりが進められています。

市の公式 LINE や防災無

線、南丹テレビなど様々

な媒体を通じて環境の

情報の発信

・SDGs に関連する環境項目について、公式 LINE や市 HP、

チラシ、お知らせ版などを活用して３Rやエネルギー

に関する情報等を発信し、市民への周知を図っていま

す。

・また、市のホームページやお知らせなんた

んなどで、河川等水質検査の結果や野外焼

却防止・水洗化の啓発、国定公園地域の魅

力発信などを行っています。

実施時期 参加者 会議の概要

１回目 ４月２５日 ７名 ・パートナーシップ会議の取組みについて

２回目 １１月２５日 ４名 ・地球温暖化対策に関する取組み、啓発について

３回目 １２月２３日 ５名 ・啓発活動について

４回目 １月１３日 ６名 ・啓発活動について

５回目 ２月３日 ５名 ・啓発活動について

６回目 ３月１７日 ６名 ・啓発活動について
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２）令和５（２０２３）年度の予定

・「小中学生 環境・まちづくり会議」を１回開催する予定です。

・「南丹市環境パートナーシップ会議」については、今後会議を重ね、施策の実現に

取り組みます。

・南丹市環境審議会の委員や環境関連団体を講師とした環境に関する出前講座等の

枠組みを検討していきます。

・市の公式ラインや南丹テレビなどを活用した環境情報の発信を行います。
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（３）まるごと体験・学習ツーリズムプロジェクト

１）プロジェクトの実施状況

取り組む項目 推進状況

地域環境資源をつなげ

た回遊型ツアーの企画

や中・長期滞在型の観

光・ツーリズムの企画・

運営支援

・「南丹市まちづくり活動交付金」により大学や市民団体

が行う地域環境資源を活用したツアーやツーリズムな

どの企画・運営を支援しています。

木質バイオマスや家畜

排せつ物を活用した堆

肥・液肥など、バイオマ

スの利用・普及の推進

・八木バイオエコロジーセンターにおいて家畜糞尿の受

け入れ処理からの発電、堆肥・液肥の製造などバイオ

マスの活用に向けた活動を進めています。

・土づくり事業において、市内で生産された堆肥等を有

効に活用した農産物の生産を進めています。

・薪・ペレットストーブ設置者に対し、要綱に基づき補

助金を交付しており、木質バイオマスの利用・普及に

つながっています。

公共施設などにおける

再生可能エネルギーの

利用検討

・太陽光発電施設を八木中学校や南丹市役所美山支所、

八木防災センター、日吉町生涯学習センターなどに導

入しているほか、施設の建築、建て替えの際は太陽光

発電施設の導入を検討しています。

バイオマス事業をテー

マとした環境学習や観

光振興など、本市ならで

はの体験プログラムの

企画・運営支援

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響でバイオマス事

業をテーマとした環境学習や観光振興などはできてい

ない状況です。



32

２）令和５（２０２３）年度の予定

・引き続き「南丹市まちづくり活動交付金」により市民団体が行う地域環境資源を

活用したツアーやツーリズムなどの企画・運営支援を行う予定です。

・また、例年同様家畜排せつ物由来の堆肥・液肥の活用や薪・ペレットストーブの

利用・普及を進める予定です。

・施設の建築・建て替えの際は、太陽光発電システムなどの導入を検討します。

・八木バイオエコロジーセンターや土づくり事業などを活用した環境学習やツーリ

ズムの実施に向けた仕組みづくりを行う予定です。
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４．地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

（１）削減目標の達成状況

ここでは、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）に基づく市域における温室効果

ガス排出状況と削減目標の達成状況について示します。

なお、温室効果ガス総排出量については、排出量を算出する際に必要となる統計デ

ータの発表時期の関係から、最新値は令和２（２０２０）年度となっています。

１）温室効果ガス総排出量

令和２（２０２０）年度の温室効果ガス総排出量は、１８２．８千 t-CO2となって

おり、目標排出量（１８８．４千 t-CO2）を下回る結果となりました。

これは、市民や事業者の間で省エネ行動や再エネ設備の導入が普及していること、

平成３０（２０１８）年度以降暖冬が続き多くの部門でエネルギー消費量が減少した

こと、また消費エネルギーで高い割合を占める電気について、電気の排出係数（電気

１kWh 使用に伴い排出される二酸化炭素排出量）が基準年度と比較して減少している

こと、令和２（２０２０）年度においては新型コロナウイルス感染症の影響で事業活

動が縮小したことなど多様な要因が影響していると考えられます。

【温室効果ガス総排出量の推移】
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２）部門別温室効果ガス排出量

令和２（２０２０）年度の温室効果ガス排出量について部門別にみると、産業部門

が６３．７千 t-CO2で最も多く、次いで運輸部門が４９．８千 t-CO2となっています。

前述した影響により、産業部門及び運輸部門の排出量が大きく減少しています。

令和２（２０２０）年度の温室効果ガス排出量について部門別の目標値をみると、

産業部門と運輸部門、総排出量は目標値を達成していますが、今後も引き続き温室効

果ガス削減に向けた取組を進めていくことが重要です。

【部門別温室効果ガス排出量の推移】
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H25(2013) H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2(2020) 令和12年度

（基準年度） (2014) (2015) (2016) (2017) (2018) (2019) （現況年度） （目標値）

産業部門 109.1 107.5 96.4 93.7 83.7 75.8 66.1 63.7 64.9
基準（H25）年度を100とした場合の比率 100 99 88 86 77 69 61 58 59

民生業務部門 32.4 32.4 27.4 28.0 24.6 16.6 15.0 15.8 13.4
基準（H25）年度を100とした場合の比率 100 100 85 86 76 51 46 49 41

民生家庭部門 46.3 45.1 42.1 39.9 35.4 23.4 22.8 27.3 24.0
基準（H25）年度を100とした場合の比率 100 97 91 86 77 51 49 59 52

運輸部門 64.7 65.4 61.3 56.2 60.0 58.5 56.3 49.8 61.8
基準（H25）年度を100とした場合の比率 100 101 95 87 93 90 87 77 95

廃棄物・農業部門 28.0 28.3 26.5 27.0 26.3 26.9 26.8 26.2 24.3
基準（H25）年度を100とした場合の比率 100 101 109 111 108 111 110 108 100

総排出量 280.5 278.6 253.7 244.7 230.1 201.2 187.0 182.8 188.4
基準（H25）年度を100とした場合の比率 100 99 90 87 82 72 67 65 67
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参考資料

（１）環境保全に関する市民・事業者の取組紹介

ここでは、市民や事業者が主体となって市内で行っている環境保全に関する取組の

一部を紹介します。

（２）再生可能エネルギーの導入状況

ここでは、脱炭素社会の実現に向けて、市が行っている太陽光発電や薪ストーブに

関する補助実績や、FIT（固定価格買取制度）の実績などを紹介します。

●薪ストーブ及び木質ペレット購入助成事業

基本目標 取組概要

人づくり 各小中学校において、学校周辺の清掃活動等を行っています。そ

れらを基に環境保全について話し合い、環境意識の向上につなが

っています。

生活環境 各地区や団体において、公道や河川、公園のごみ拾いが行われて

います。

内容 地球温暖化防止を推進に向けて、薪ストーブおよび木質ペレットストー

ブ購入にかかる費用を助成

対象 薪ストーブ、木質ペレットストーブ

実績 令和元（２０１９）年度：１４件

令和２（２０２０）年度：１０件

令和３（２０２１）年度：１９件

令和４（２０２２）年度：１８件
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●南丹市住宅用太陽光発電システム設置事業費補助金

●FIT（固定価格買取制度）に基づく再エネの導入状況

＜再生可能エネルギー種別の設備容量の推移＞

出典：自治体排出量カルテ（環境省）

内容 地球温暖化防止を推進するとともに、災害などによる停電時でも対応で

きる自立型再生可能エネルギーの普及を図るため、太陽光発電設備と蓄

電設備を同時に設置した市民を対象に補助金を助成

対象 ＜対象者＞

・自らが居住する住宅に住宅用太陽光発電設備と住宅用蓄電設備を同

時に設置し、電力会社と電力需給契約を締結した者。

・住宅用太陽光発電設備と住宅用蓄電設備が設置された新築住宅を自

らが居住するために購入し、電力会社と電力需給契約を締結した者。

＜対象設備＞

・住宅用太陽光発電設備

住宅の屋根などへの設置に適した低圧配電線と逆潮流有りで連系し、

かつ、公称最大出力の合計値が 2kW 以上のもの

・住宅用蓄電設備

蓄電容量が１kWh 以上のもの

実績 令和元（２０１９）年度：１５件

令和２（２０２０）年度：２６件

令和３（２０２１）年度：２０件

令和４（２０２２）年度：２４件
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＜住宅用太陽光発電（10kW 未満）設備の導入件数累積の推移＞

出典：自治体排出量カルテ（環境省）
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